








要約: NICU を卒業していくハイリスク児の育児支援には、入院中の医療情報を十分活用

することか必要となる。大分県内の保健所にアンケート調査を行い、医療情報の伝達状況

を調査した。ハイリスク児出生の確認は行政関係書類からの情報か主体であり、病状の把

握方法は病院からの連絡票か主体となっていた。情報伝達ははぼ満足しでいるものの、さ

らに充実した育児支援のためにはより詳細な情報を必要としていた。この対策として、コ

ンピューターを利用した大分県保健医療福祉ネットワークを構築中である。迅速かつ双方

向性の情報の発信により、各分野間の連携を強化し、ハイリスク児に対するより充実した

育児支援かできるシステムを作り上げようとしている。


